
対処すべき課題
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これまでの経過とこれから
• 長期ビジョン「Daicel Vision 4.0」および中期戦略「Accelerate 2025」に沿
い、事業構造の転換を積極的に推進

• SBU体制を軸にしたマーケットイン戦略を本格化
• ポリプラスチックスとの経営・事業シナジーの効果拡大・推進
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これまでの主な実施事項

2020年4月

ダイセルメディカル設立
セイフティ生産地統廃合完了

2022年10月

2023年3-4月

2023年10月

ダイセルビヨンド操業開始

医薬品開発製造受託事業譲渡
防衛事業撤退

ポリプラスチックス完全子会社化

事業組織改革(SBU制)

2025年3-4月

2024年3月

有機半導体事業撤退

樹脂コンパウンド事業JV化

2024年12月

富山フィルタートウ完全子会社化
高発泡プラスチック事業譲渡

2020年10月



これまでの経過とこれから
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メディカル
・ヘルスケア

スマート

エンジニアリング
プラスチック

セイフティ

マテリアル
基盤事業
ROIC向上

成長牽引事業
EBITDA拡大

次世代育成事業
収益化

さらなる企業成長のため、事業ポートフォリオを意識した事業構造改革を継続
メリハリをつけた経営を実践

推進継続中の重点事項

• 自律型生産システムの横展開・加速
• マイクロデバイス レジストポリマー製造からの導入
• ビヨンドコーティングの推進

• バイオマスバリューチェーン
• ナノダイヤモンドの機能修飾
• 無機・有機ハイブリッド材料



ブラインドサッカー

当社はNPO法人日本ブラインドサッカー協会への
支援や協働を通し、視覚障がい者と直接触れ合う
機会の獲得、障がいへの理解を深め混ざり合う環境
づくりを学び、共に地元地域の取り組みに貢献

ブラインドサッカーの国際大会への協賛や、
小中学校／視覚支援学校／大学等でのブラインド
サッカー体験会開催を通した、将来を担う次世代
人財の教育活動支援も実施

中高生への研究活動支援

2024年度から着眼点や実行力に優れた中高生の
研究の支援をスタート

包括連携大学や地域の
SSH校との取組みを通し、次世代を担う
研究者の卵たちの挑戦を
応援

社会貢献の取り組み例
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	既定のセクション
	スライド 1: 対処すべき課題
	スライド 2: これまでの経過とこれから
	スライド 3: これまでの経過とこれから
	スライド 4: 社会貢献の取り組み例


